
'1ヽ
｀
用A守〕虎lt+lFi特

宇治の浄水場 『休止」に住民反発

市
「水
質
悪
い
」
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京
都
府
宇
樽
市
で
、
地
下
水
を
水
源
と
す
る
村
営
静
水
場
の
休
止
を
巡
り
、
市
と
生
民
の

対
立
が
約
１
年
問
も
続
い
て
い
る
。
水
幽
悪
化
な
ど
を
製
出
に
休
止
を
決
め
た
市
に
対
し
、

住
崖
ら
は

「お
い
し
い
地
下
水
を
飲
み
職
け
た
い
」
と
強
側
に
反
対
９
２２
日
未
明
も
、
府
営

水
出
へ
の
切
り
薗
え
作
業
を
住
民
約
１
０
０
人
が
阻
上
し
た
。
市
は

一継
Ａ
だ
も
氷
溜
ず
み
」

と
、
あ
く
ま
で
休

‐
出
す
る
慨
え
で
、
解
決
の
糸
―
‐
ョ
は
見
克
な
い
。
【
〓
野
雄
弘
、
五
阻
勝
巳
】

岡
市
神
胡
の
捌
柳

水

賜
。
も
と
も
と
食
挑
が
社

宅
用
に
晰
打
し
て
い
た

が
、
榊
年
に
市
に
諄
歯
さ

れ
た
。
明
在
は
、
市
耐
問

部
の
脚
町
と
広
野
Ｗ
の

部
汁
９
１
０
戸
に
綸
木
し

て
い
る
。

市
は
鋼
年
肥
月
、
原
本

か
ら
搬
堀
報
坤
を
迅
・泰
命

右
督
物
鎖
の
ト
リ
ク
出
世

工
子
レ
ン
な
ど
が
検
出
さ

れ
、
施
投
も
竜
朽
化
し
て

い
る
と
し
て
休
止
を
決

］

定
。
昨
年
３
月
の
市
艦
会

で
は
休
上
を
町
ま
え
た
予

算
終
が
圭
会

一
数
で
可
決

・

さ
れ
た
。
市
は

「安
全
な
　
一

本
通
水
を
は
給
す
る
こ
と

が
務
め
」
と
説
明
す
る
ぃ
　

一

し
か
し
、
住
民
ら
は
■
　

，
年
前
の
市
へ
の
構
出
も
住

民
避
助
で
英
靭
し
た
極
過

が
あ
り
、
地
下
水
へ
の
こ

だ
わ
り
は
拙
い
ぃ

「防
愛

上
も
地
下
水
源
は
必
要
」

と
も
主
弧
し
て
い
る
。

卿
樹
水
道
を
導
入
し
て

も
利
用
背
が
山
坦
す
る
水

旭
料
金
は
強
わ
ら
な
い

が
、
市
の
コ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、

「な
の
単
獅
は
役

く
な
る
」
と
い
う
市
側
と
、

「他
の
構
出
を
塾
し
引
け

ば
地
下
人
の
打
が
を
し、
‐
　

に
引
き
助
げ
た
。

止
い
，
住
民
側
の
穂
児
が
　
　
　
　
　
　
、

対
立
し
て
い
る
。

問
昔
は
門
工
の
脱
棚
会

で
も
命
賦
せ
ず
、
今
月
阿

日
、
住
民
３
１
３
人
が
休

止
理
し
止
輸
を
求
め
て
泉

部
地
裁
に
拠
杯
し
た
。

市
の
作
業
に
対
す
る
は

屋
の
阻
止
行
助
も
、
昨
年

６
月
に
脱
さ
２
度
固
。
出

日
年
後
１１
怖
珊
分
む
る
、

市
職
鯛
約
２５
人
が
単
敗
持

で
浄
水
腸
近
く
に
お
く

と
、
用
外
で
路
慨
し
て
い

た
住
民
ら
が

「拙
判
の
結

猟
を
な
ぜ
符
て
な
い
の

か
↓
と
抗
鵡
し
た
，
職
出

ら
は

「作
業
で
き
る
状
況

で
は
な
い
」
と
約
４０
分
佐


